
 

－１－ 

 

 
 
 
 
  地球温暖化防止へ！ 

今年も「ウォームビズ」を実施！ 
 

 
 
京都銀行（頭取 柏原 康夫）では、環境問題を経営の重要課題と位置付け「京銀環境方

針」の制定や本部組織横断的な「環境委員会」、その上部組織である「環境会議」を設置し、

さらには、より具体的な行動計画として「第一次環境プラン」ならびに「平成 20 年度・21

年度環境プログラム」を策定するなど積極的に環境保全に取組んでおります。 

今年度は、この環境プログラムに基づく施策の一環と位置付け「営業室の温度調節」や

「ウォームビズ」を実施いたします。 

 
記 

 

１．実 施 日 
    平成２０年１２月１日（月）から平成２１年３月３１日（火）まで全店で実施 
 
２．温度調節について 

・営業室の空調の設定温度を２０℃とします。 
     ・退社予定時刻の１時間前を目処に空調機を停止します。 
     ・店舗外ＡＴＭについても温度設定を見直します。 

   ◎ 暖房設定温度２０℃の効果について 
 外気温 6℃の時に暖房設定温度を 21℃から 20℃（1 日 9 時間使用）にした場合、年間で

1 家庭あたり約 21.8kg の二酸化炭素を削減することが出来る。一方、外気温 31℃の時に

冷房設定温度を 27℃から 28℃にした場合の年間約 12.4kg の削減に比べ、約 2 倍の二酸化

炭素の削減効果がある。                        （数値は環境省のホームページより） 
 
３．行員の営業室内での服装について 

・厚手のアンダーウェアを着用するなどして調整します。  
 
４．その他 
       「ウォームビズチェックリスト」を制定し、温度調節や電気の使用に関して各施策 
       の実施状況を月３回（１０日、２０日、月末）を目処に検証します。 

平成 20 年 11 月 28 日 



－２－ 

５．「第一次環境プラン」について 

   （１）期 間 
          平成２０年度～平成２４年度 
   
   （２）主な内容 

数値目標 
当行の CO2 排出量について平成 19 年度を基準として、

平成 24 年度までに、総量で 15％以上削減 

銀行本体の取り組み 省エネ活動、排出権の購入等 
お客様･地域社会に 
向けた取り組み 

｢京都モデルフォレスト協会｣等への積極参加、環境配慮

型商品・サービスの提供、排出権取引への対応等 

従業員の取り組み 全役職員の家族における「エコライフ」への取り組み 

            
 
６．「平成２０年度・２１年度環境プログラム」について 

   （１）期 間 
          平成２０年度・２１年度 
   
   （２）主な内容 

数値目標 
当行の CO2 排出量について平成 19 年度を基準として、

平成 21 年度までに、総量で 4％以上削減 
 
 
 

以  上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



         

         
第一次環境プラン（中期計画）および平成２０年度・２１年度環境プログラムについて 

１．第一次環境プラン 

 銀 行  

 従 業 員 

＜数値目標＞ 
①当行のＣＯ2 排出量について平成 19 年度を 
  基準として、平成 21 年度に、総量で 4％以 
  上削減 
②各店毎の CO2 排出量把握と目標設定 

＜環境保全への取組み＞ 
①「京都ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ協会」、「日本の森を   
  守る地方銀行有志の会」への積極的参加 
②「京銀ふるさとの森」の育成 
③環境配慮型商品、ｻｰﾋﾞｽ等の提供、 
 環境保全事業のｻﾎﾟｰﾄ 

＜環境保全への取組み＞ 
①全役職員の家庭における「ｴｺﾗｲﾌ」への取組み 
②環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への積極的参加 
③環境教育への参加 

＜環境保全への取組み＞ 
①省エネ活動の推進 
②環境に配慮した店舗設計 
③低公害車の導入 
④紙使用量の削減 
⑤資源ﾘｻｲｸﾙの推進 
⑥ｸﾞﾘｰﾝ購入等の推進 
⑦情報開示の充実 

＜排出権取引への取組み＞ 
①京都ｴｺﾎﾟｲﾝﾄﾓﾃﾞﾙ事業への参加 
②京都ﾒｶﾆｽﾞﾑ排出権等の購入検討 
 

 お 客 様 ・ 地 域 社 会 
＜排出権取引への取組み＞ 
① 新設される国内排出権取引制 
  度への対応 

 

＜環境方針＞ 
 わたくしたち京都銀行は、1200 年を超え

る歴史都市京都を本拠に、美しい自然と貴

重な歴史・文化を有する近畿地方に広域展

開する銀行として、地域とともに持続的な発

展を目指します。 こうした地域の豊かな自

然環境や歴史・文化遺産を次世代に伝えて

いくことは、わたくしたちの社会的使命であ

り、環境問題を経営の重要課題として認識

し、全役職員が積極的に環境保全に取り組

んでまいります。 

＜環境方針行動指針＞ 

（1）環境に関連する法律、規則、協定などを遵守します。 

（2）企業活動が環境に与える影響を的確に把握し、目的・ 

  目標を定めて取組むとともに、定期的に見直すことで、 

  環境保全活動の継続的な改善に努めます。 

（3）省エネルギー、省資源、リサイクル活動を推進し、環境 

  への負荷の軽減に努めます。 

（4）環境に配慮した金融商品およびサービス等の提供を通 

  じて、環境保全活動に取組むお客様を支援し、地域社 

  会の環境改善に貢献します。 

（5）役職員一人ひとりが環境問題に関する認識を深め、地 

  域社会の環境保全活動に取り組みます。 

（6）この環境方針および環境に関連する取組みにつきまし 

  ては、役職員全員に周知徹底し、一般にも公開します。 

＜社会的要請＞ 
1.地球温暖化防止は人類共通の緊急の課題 
2.企業の環境取り組み姿勢が企業のﾌﾞﾗﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞを高める 

＜課題＞ 
1.ＣＯ2 削減目標を数値化 
2.銀行を挙げてＣＯ2 削減に取り組み 
3.排出権取引等への対応 

＜当行の現状＞ 
1.平成 19 年度ＣＯ2 排出量 8767ｔ（京都府内計） 
2.「京都ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ協会」の活動への参加、ｸｰﾙﾋﾞ 
 ｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾘｻｲｸﾙ、「京銀ｴｺ・ﾛｰﾝ」等  
 個別に取り組み 

＜第一次環境プラン（中期計画 ～平成 24 年度）＞ 

（1） 銀行 

・ 当行のＣＯ2 排出量について平成 19 年度を基準として、

 平成 24 年度までに、総量で 15％以上削減 

   ・省エネ活動推進、省エネ機器導入 

・ 排出権等の購入 

（2）お客様、地域社会 

・ 「京都モデルフォレスト協会」、「日本の森を守る地方銀 

 行有志の会」への積極的参加 

・ 環境配慮型商品、ｻｰﾋﾞｽの提供 

・ 排出権取引への対応 

（3）従業員 
    ・全役職員の家庭における「ｴｺﾗｲﾌ」への取り組み 
 

２．平成２０年度・２１年度環境プログラム 

（資料１）



 （資料２） 
 
 

 
        ウォームビズチェックリスト 

 
店番 部店名 点検者 

   

 
 
 
 
 
 
 
〔温度調節について〕 

 

No. 項目 評価

1 空調の温度設定は20℃となっているか。  
2 目標退行時間の1時間前を目途に空調を停止しているか。  
3 店外ATM、ATMコーナーの温度が適正か。（室温20℃が目安）  
4 業務終了後、ブラインドを閉めているか。（日中の太陽熱による保温効果を高める）  
5 空調稼動中は窓を閉めているか  

 

〔電気の使用について〕 

 

No. 項目 評価

6 未使用の部屋やトイレ・廊下・会議室等の照明は停止しているか。  
7 未使用の部屋やトイレ・廊下・会議室等の空調は停止しているか。  
8 開店前のロビー照明は消灯しているか。  
9 閉店後のロビー照明は消灯しているか。  
10 以下の電気製品について長時間未使用時は主電源を落としているか。（パソコ

ン、プリンター、コピー機、シュレッダー、食堂のテレビ／ビデオ） 
 

11 コピー使用後は節電モードにしているか。  
 

〔車両関係について〕 

 

No. 項目 評価

12 タイヤの空気圧は適正か。  
13 不要な荷物を積んでいないか。  

 

この１０日間を振りかえって、実施状況を評価して下さい。 

※該当のない項目は斜線として下さい。 

【評価基準】 

 ○…できていた。 

 △…概ねできていたが、一部できていないことがあった。 

 ×…概ねできていなかった。 


